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1. 実際 の染色における色合せり 科学的基準を得るた

めに本実験を行な った。

2.　２種の酸性染料の混合系によ り，混合比および濃

度を変 えナイロン布を染色し，各染料の染着量および染

色布 の色度 の変化を測定し た。

染料 としては メクニ ールエロ ―とロ クセリンの２種を

用い，酷酸ソ ーダ・ アルコ ール法によ り高度に精製した

後，チタン分析によりその純度を決定し，何れも95% 以

上とした。上下動型 自動染色機により70 ° Cにて３時間

染色し，残浴中の光学的 密度を400,   430,  490,  530m μ

の４つの波長において測定し，これか ら混合系中の各染



3.　実験ｋ 用いた酸性染料にて染 色し たナイリ ン布 の

色彩をCIE 表色 法にてあらわすと，染 料を夫 々単独 に用

いた場合および混合比が一定の場合は染 着量 の増 加に従

って彩度を増し明度を低 下する力し 主波 長の変化 は比較

的少なく，また，混合比を変 化させた場合は，夫 々の染

料の染着量の割合の変化につれて主波長が変化 するが，

彩度の変 化はあ まり大きくないこ とが認 められ た。
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